
課程： 医療専門課程 学科：

NO. 学年 授業時間数 単位 必須･選択 講義･実習 実務経験

59 3 15 1 必修 講義 有

60 3 15 1 必修 講義 有

61 3 15 1 必修 講義 有

62 3 45 3 必修 講義 有

63 3 45 1 必修 実習 有

64 3 495 11 必修 実習 有

65 3 15 1 必修 講義 有

66 3 240 16 必修 講義 有

検査管理学

臨地実習前到達度評価

病院実習

生殖医療技術学

国家試験対策講座

老年医学

法医学

内視鏡総論

2025年度　学科別授業科目一覧表　（実務経験表記あり）

臨床検査学科

授業科目



東京電子専門学校 は未入力箇所

3 年

1 単位 15 時間

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【成績評価方法】

【教員紹介】

【教科書・参考文献】

高齢者の神経系　　　　　加齢変化と主な疾患

100%

　

　

　

 

プリント配布

臨床検査技師として浴風会病院で主に心電図検査・心臓超音波検査などの循環器系検査に従事していた。高齢患者や認
知症を患う患者に対しても多く接してきた経験より担当する。

評価項目 試験・課題 小テスト レポート 平常点 その他（　 　　　　　） 合計

開講年度

2025

東京電子専門学校 臨床検査学科

高齢者の福祉サービス・在宅医療・終末期医療（エンドオブライフケア・延命治療）

試験・解説

　

　

 

授業計画及び学習の内容

授業ガイダンス　　　　　高齢者の定義・高齢化社会について・老化のメカニズム

履修対象

専門基礎

高齢者の消化器・泌尿器　加齢変化と主な疾患

高齢者の造血器・免疫系　加齢変化と主な疾患

高齢者の内分泌・運動器　加齢変化と主な疾患

担当教員

必修 講義

講義区分

高齢者を対象とした医学である。加齢に伴う認知機能・身体の変化を理解し、高齢者に特有な疾患、加齢による検査
データへの影響、高齢患者の対応、終末期医療について学習する。

実務経験 単位・ 時間数

老年医学 阿部 俊介 有

授業形態

開講課程 開講学科

医療専門課程

（補足）  

臨床検査学科 前期

割合 100%

日本が直面している超高齢社会より、高齢者に対する専門医療のニーズが高まっている。これを踏まえて、医学的観点
より高齢者への理解を深め、実際の臨床業務に生かすことを目標とする。

授業科目名

高齢者の循環器・呼吸器　加齢変化と主な疾患



東京電子専門学校 は未入力箇所

3 年

1 単位 15 時間

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【成績評価方法】

【教員紹介】

【教科書・参考文献】

（補足）  

東京医科大学において、解剖学第一講で12年間、 病理学講座で6年間勤務し、臨床検査技師として病理解剖補助の実務
に従事していた。 現職： 日本保健医療大学 保健医療学部 看護学科 准教授

資料配布

東京電子専門学校 臨床検査学科

10% 100%

評価項目 試験・課題 小テスト レポート 平常点 その他（　 　　　　　） 合計

割合 90%

死体現象の見方(2)

 

自為か他為か、死因の決定(2)

生活に密着した外因死と内因死(1)

生活に密着した外因死と内因死(2)

個人識別(1)

個人識別(2)、試験

 

 

 

 

 

 

自為か他為か、死因の決定(1)

授業計画及び学習の内容

死体現象の見方(1)

法医学の定義や死体現象について学び、法医学の基礎を修得することを目標とする。

死体現象の見方、死因の決定、病死や外因死の推定、個人の識別について学ぶ。

専門 必修 講義 法医学 松山 永久 有

医療専門課程 臨床検査学科 後期

時間数講義区分 授業形態 授業科目名 担当教員 実務経験 単位・

2025

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象



東京電子専門学校 は未入力箇所

3 年

1 単位 15 時間

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【成績評価方法】

【教員紹介】

【教科書・参考文献】

（補足）  

担当教員は、内視鏡専任の臨床検査技師で、8年の実務経験を有する。
消化器内視鏡技師やカプセル内視鏡読影支援技師の資格を有する。

なし

東京電子専門学校 臨床検査学科

50% 100%

評価項目 試験・課題 小テスト レポート 平常点 その他（　 　　　　　） 合計

割合 50%

内視鏡で出来ること

 

上部内視鏡について 2

下部内視鏡について 1

下部内視鏡について 2

内視鏡の治療

内視鏡実習、生検検査の仕方

 

 

 

 

 

 

上部内視鏡について 1

授業計画及び学習の内容

内視鏡の構造、検査意義

法改正に伴い、検体採取として「内視鏡用鉗子を用いて消化管病変組織の一部を採取する行為」が新たに追加され、こ
れらのニーズに適切に対応できるよう、内視鏡の意義、検査目的や内視鏡の管理を学び、内視鏡における臨床検査技師
の役割を理解することを目標とする。

内視鏡の構造や仕組みを理解し、管理方法や検査の準備の仕方を学びます。治療の仕方を動画で観察します。
最後には実際に内視鏡に触れて理解を深めます。

専門 必修 講義 内視鏡総論 青木 大己 有

医療専門課程 臨床検査学科 前期

時間数講義区分 授業形態 授業科目名 担当教員 実務経験 単位・

2025

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象



東京電子専門学校 は未入力箇所

3 年

3 単位 45 時間

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

【成績評価方法】

【教員紹介】

【教科書・参考文献】

4/8(火)   臨床検査技師の役割と使命、臨床検査の意義

4/10(木)  検査管理の概念、検査部門の組織と業務

4/15(火)  検査部門の管理・運営

4/16(水)  医療安全

4/22(火)  感染対策

東京電子専門学校 臨床検査学科

授業形態 担当教員 実務経験 単位・ 時間数

有

【教科書】「最新臨床検査学講座 検査総合管理学」(医歯薬出版)

塚田敏彦：虎の門病院臨床検査部室長、稲田登戸病院臨床検査科技師長として30年の実務経験あり。

評価項目 試験・課題 平常点

開講課程 開講学科

医療専門課程

（補足）  

臨床検査学科 通年

小テスト

割合 80% 20% 100%

レポート

授業計画及び学習の内容

医療機関における的確な臨床検査データの提供に際して、検査業務に関わる様々な要素を適切に管理することの重要性を
知り、具体的な管理方法を実践できるよう修得する。

授業科目名

履修対象

専門 必修 講義

講義区分

 医療機関における検査部門の業務に付随する様々な事項の管理方法について、系統的に講義する。

開講年度

2025

検査管理学 塚田 敏彦

その他（　 　　　　　） 合計

4/23(水)  検査の受付～報告、精度管理法(1)

4/28(月)  精度管理法(2)、測定誤差、測定単位

4/30(水)　標準化、試験

9/2(火)   臨床検査室の認証制度(1)

9/9(火)   臨床検査室の認証制度(2)

9/16(火)  健診検査(1)

9/30(火)  健診検査(2)



東京電子専門学校 は未入力箇所

3 年

1 単位 45 時間

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【成績評価方法】

【教員紹介】

【教科書・参考文献】

（補足）  

【病院検査部での実務経験を有する教員】
阿部俊介（浴風会病院）、荒井健一（亀田総合病院）、新井智子（虎の門病院）、大田和伸裕（自衛隊中央病院）、
須崎由美（多摩川総合病院）、山木久美（山形県鶴岡市立病院）

【教科書】最新臨床検査学講座 各教科（医歯薬出版）
【参考書】臨床検査臨地実習マニュアル（医歯薬出版）

東京電子専門学校 臨床検査学科

【個人レベルの実技評価試験】
　①血液検査-------血球塗抹標本作成と鏡検 (身だしなみ・手指衛生・微量ピペット操作・顕微鏡の調製を含む)
　　　　　　　     標本の観察と判定
　②微生物検査-----Gram 染色と菌種の判別 (身だしなみ・手指衛生・顕微鏡の調製を含む）
　③生理機能検査---標準12誘導心電図検査 (身だしなみ・接遇含む）

【技能到達度確認科目】
  ・血液検査（堀江）--------------塗抹標本における白血球の分類・同定
　・病理検査（山木）--------------HE 染色・病理標本の観察・判定
　・臨床化学検査（大田和・北山）---採血法
　・輸血検査（新井）--------------血液型判定（ABO・RhD）
　・微生物検査（須崎）------------同定検査・薬剤感受性検査
　・生理機能検査（荒井）----------肺機能検査
　・生理機能検査（阿部）----------心電図波形の計測・判読

【再確認事項】
　・医療人としてのマナーおよび患者接遇（新井）

100%

評価項目 試験・課題 小テスト レポート 平常点 その他（　 　　　　　） 合計

割合 100%

授業計画及び学習の内容

病院実習前の総合教育として、臨床検査の知識とその応用である検査手技を再確認して定着させる。
医療人として適切な身だしなみや患者接遇について再確認する。

身だしなみや接遇の評価を含む実技評価試験を実施し、不合格者に対して評価をフィードバックして再指導後、合格す
るまで再試験を実施する。

専門 必修 実習 臨地実習前到達度評価 学科教員全員 有

医療専門課程 臨床検査学科 前期

時間数講義区分 授業形態 授業科目名 担当教員 実務経験 単位・

2025

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象



東京電子専門学校 は未入力箇所

3 年

11 単位 495 時間

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

【成績評価方法】

【教員紹介】

【教科書・参考文献】

（補足）  

各実習病院において、検査部で実務に携わっている臨床検査技師が指導を行う。

【教科書】臨地実習ノート（医歯薬出版）
【参考書】臨床検査臨地実習マニュアル（医歯薬出版）

東京電子専門学校 臨床検査学科

         ⑤　医療廃棄物の処理や感染事故対策、医療安全対策

         ⑥　患者心理の理解とマナー、接遇

         ⑦　医療体系や病院運営体系の理解

生化学検査：検体の取り扱い・自動分析装置・血中薬物濃度・精度管理法

約60% 100%

評価項目 試験・課題 小テスト レポート 平常点 その他（実習病院の評価） 合計

割合 約40%

免疫検査：免疫学的測定法・感染症関連検査・輸血検査

その他：  ①　学校で学んだ知識の確認、検査技術の習得

         ②　検査業務の流れと検査の必要性や重要性

         ③　検体の採取から保存までの管理と検体の重要性

         ④　検体結果に基づく総合判断、検査データの管理と精度管理などの検査管理技術の理解

授業計画及び学習の内容

臨床検査総論：尿、便の検査・穿刺液検査・寄生虫検査・採血法

臨地実習では学内実習で教授できない検体採取、検体の処理、検体の保存等を実践し習得することを目標とする。
また、医療人として基本的なマナーや患者接遇を身に付ける。

学内で修得した知識や検査技術を用いて病院検査科・部で実習を実施する。臨床の場で患者や病院職員とのコミュニ
ケーションを取り、検査技術の習得や検査に取り組む姿勢（責任・倫理）・態度を学ぶ。

専門 必修 実習 病院実習
堀江・北山

病院検査技師
有

55日

生理機能検査：心機能・肺機能・神経機能・その他の生理機能検査

         ⑧　チーム医療の一員として臨床検査技師の役割と責任

病理検査：病理標本作製・鏡検・細胞診・病理解剖

血液検査：自動血球分析装置・血液凝固自動分析装置・血球形態検査（血液像）・凝固・線溶系検査

微生物検査：検査材料と主要な起炎菌・培地の選択と培養方法・薬剤感受性試験・感染症の遺伝子検査

医療専門課程 臨床検査学科 前期

時間数講義区分 授業形態 授業科目名 担当教員 実務経験 単位・

2025

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象



東京電子専門学校 は未入力箇所

3 年

1 単位 15 時間

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【成績評価方法】

【教員紹介】

【教科書・参考文献】

（補足）  

卵子や精子の受精および受精卵の培養を専門とする胚培養士として10年以上の実績を持つ。
臨床業務に加え、過去には大学院教員として胚培養士の教育に携わり、現在は所属施設やワークショップ等で胚培養士
の技術指導を行う。専門的知識と実務経験を生かし、次世代の胚培養士育成に注力している。

教科書なし。 教員作成資料を配布する。

東京電子専門学校 臨床検査学科

50% 100%

評価項目 試験・課題 小テスト レポート 平常点 その他（　 　　　　　） 合計

割合 50%

生殖補助医療概論②

 

エンブリオロジスト(胚培養士)の業務について

エンブリオロジストの基礎基本操作①

エンブリオロジストの基礎基本操作②

顕微授精装置(ICSI)マニピュレーターの精子の不動化処理

顕微授精操作(卵子細胞質内へ精子を注入)

 

 

 

 

 

 

生殖補助医療概論③

授業計画及び学習の内容

生殖補助医療概論①

不妊治療の基礎知識を学び、実際に卵子操作や顕微授精装置 ICSI) の機器操作 に触れることによって、エンブリオロ
ジスト胚培養士の必要性と仕事内容を理解することを目標とする。

不妊治療の現状と生殖補助医療(体外受精 顕微授精 凍結胚を用いた治療) の方法と変遷について学ぶ。顕微授精装置
(ISCI) の基礎知識を学び、実際にマニピュレーター にて精子の 吸引・排出操作、マウス卵子を用いて卵子への穿刺
操作を行う。

独自科目 必修 講義 生殖医療技術学 藤田 健太郎 有

医療専門課程 臨床検査学科 前期

時間数講義区分 授業形態 授業科目名 担当教員 実務経験 単位・

2025

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象



東京電子専門学校 は未入力箇所

3 年

16 単位 240 時間

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

【成績評価方法】

【教員紹介】

【教科書・参考文献】

（補足）  

学科教員全員が、臨床検査技師の国家資格を保有している。

【教科書】最新臨床検査学講座　各教科（医歯薬出版）
【参考書】国家試験問題集 解答と解説（医学書院） 臨床検査技師 国家試験問題集（医歯薬出版）

東京電子専門学校 臨床検査学科

約10% 100%

評価項目 試験・課題 小テスト レポート 平常点 その他（　 　　　　　） 合計

割合 約90%

 

北山：生化学、医療安全管理学、公衆衛生学

大田和：臨床化学

山木：病理組織細胞学

堀江：臨床血液学

須崎：臨床微生物学

新井：臨床免疫学、輸血移植検査学

大城：1/13のみ 

 

 

 

 

授業計画及び学習の内容

塚田：臨床検査総論、検査管理総論、医動物学、遺伝子・染色体検査学

国家試験出題基準に沿って、1年次、2年次に学んできた基礎知識を定着し、専門知識を深め国家試験に合格できる実力
を養成することを目標とする。

臨床検査総論、臨床検査医学総論、臨床生理学、臨床化学、病理組織細胞学、臨床血液検査学、臨床微生物学、臨床免
疫学、公衆衛生学、医用工学の科目について基礎知識の再確認、検査方法・疾病等の専門知識を深く学ぶ。

独自科目 必修 講義 国家試験対策講座 学科教員全員 有

各
2
コ
マ
×
10
回

荒井：臨床生理学(1) 、医用工学概論

阿部：臨床生理学(2)

医療専門課程 臨床検査学科 通年

時間数講義区分 授業形態 授業科目名 担当教員 実務経験 単位・

2025

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象
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